
浪花大雷落場所附

この瓦版は、 「日本気象史料J(第 3巻)追

補に、次のように集録されたものである。

夜大阪兵庫 堺大雷二百徐ケ所へ落雷

今左に其嘗時の護費の全文を穆げて以て参

考とす安政三年丙辰八月十一 日夜子刻浪花

大雷落場所附け 嘗夏は 日でりつゾきにて

五月より雨ふり申さず六月に至りても日和

つゾきにて七月十四日に少しふり其俸にて

ます/¥日でりとなり所々雨乞等有之候へ

とも其しるしもなく八月十一 日くれ頃より

曇出しはげしく其夜子の刻より大夕立にて

あたかも大地を引さく如く光りつ Yけ鳴っ

ゾけ生きたるこ〉 地もなく子は親にしがみ

つき親父はかかにしがみつき夜の明るを待

ち兼る (下略)

この落雷については、 「日本気象史料」で

は先に第 2巻第 3編で、大阪落雷三十八所と

して 「今日抄」の次の記事を集録している。

夜 大 阪大雷 震 三十八 慮

日本気象史料の記事の出典は第 2巻の巻末

に引用書名一覧として明らかにされているが、

数えてみると、吾妻鏡をはじめその数は約600

冊にのぼる。この 600冊以外の史料 (この瓦

版もその一つ)を集めたのが第 3巻の追補で

ある。

ところで、大阪の雷の記録は安政 3年(1856

年)の前は文政 5年 6月(1822年)であり、こ

れより後は慶応元年(1866年)であるから、 当

時大きな雷災はそれほど多くはなかったと思

われる。安政 3年の雷災が瓦版になるほどの

ピックニュースであったことは、充分うなづ

ける。
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